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「スマホ決済不正利用」 スマホ 決済

「セブン — イレブン」のスマホ決済サ ー ビス 「7pay（セブンペイ）」が不正

アクセスを受けた間題で、サ ー ビス運営会社は7月11 日までに確認された被害I アクセス 運営

者が1500人余り、 被害額は3200万円余りになると発表した。

サ ー ビス運営会社によると、 利用者から 「身に覚えのない利用があった」とI 覚え

の連絡があり、 不正にアカウントにアクセスされたうえでクレジットカー ドなI クレジットカ ー ド

どからチャージされ、 商品を購入される被害が相次いだという。 運営会社は、 I チャージ 相次ぐ

被害者に被害額の全額を支払う方針で、 今後、 原因を明らかにし、 再発防止にI 全額 再発

向け対策を進めるとしている。

このようなスマホ決済の不正利用は、 過去にも起きている。 ソフトバンクと

ヤフーが共同出資したスマホ決済サー ビス 「Pay Pay（ペイペイ）」では、201sI 出資

年12月、過去に流出していたクレジットカー ド情報が利用され、利用者に身にI 流出

覚えのない請求が届く被害が確認された。

「Pay Pay」の運営会社は、 クレジットカー ド登録時の本人認証が不十分だっI 認証 不十分

たとし、 カー ドのセキュリテイコ ー ドの入力を何度も間違えると、 入力に制限I セキュリテイコ ー ド

がかかるようにする仕組みや、 記載されているカー ド番号や有効期限などの情I 仕組み 記載

報のほかに、 本人だけが知っているパスワ ー ドの入力を求める仕組みなどを加I パスワ ー ド

え、 本人認証のプロセスを強化することでこの問題を解決した。 I プロセス

このような前例があるにも関わらず、 「7pay」でそれが生かされなかったのI 前例

は残念だ。 セキュリティシステムが廿いのではといった意見もあり、 スマホなI システム

どを使ったキャッシュレス決済に対する不安は広がるばかりだ。 現金主義の日I キャッシュレス

シュレス
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日本語ブックス「今月の話題」

読み物教材の原稿を毎月2つ掲載します。学習者のレベルに合わせて、自由にご利用ください。
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